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TEL 022-717-8930（外来） 完全予約制

TEL 022-717-8426（外来）

　近年、手術前後の口腔清潔を行うことで術後合併症の発生が抑制できる
ことが明らかとなり、がん手術、放射線治療、化学療法、心臓血管手術、臓器
移植術、人工関節置換術などを受ける患者さんに対する「周術期口腔機能管
理」は国策として推進されております。歯科部門では、全ての医科部門診療科
の入院患者さんに対する歯科への紹介窓口として2015年４月に周術期口
腔支援センターを設置し、迅速に入院患者さんの口腔管理に対応出来る体
制を整備しました。2021年４月からは、増え続ける医科部門からのニーズに
対応すべく、「周術期口腔健康管理部」に名称を変更し、専任歯科医師を配
置し医科歯科連携の更なる強化に努めております。当治療部は、入院患者さ
んが当院で安心して入院治療を受けていただけるように、口腔管理という立
場から全身の健康をサポートしています。また、入院前からの口腔管理の依
頼等の前方支援業務、退院時の地域歯科医療機関への紹介や診療依頼等
の後方支援業務を管理する地域連携のハブとして機能しています。

特殊診療施設

飯久保 正弘 部長

全身麻酔下の手術を受けられる患者さんの口腔
管理

心臓血管手術や人工関節置換術等の手術を受
けられる患者さんの口腔管理
ステロイド剤や骨粗鬆症治療薬を使用される
患者さんの口腔管理

各分野の専門歯科医師による集学的な医療を
提供するだけでなく、歯科衛生士による口腔ケ
アとセルフケアの指導を行っています。

主な対象疾患

診療科WEB

　歯科インプラント診療は治療技術の進歩により適応範囲の拡大・高度化
が進んでいます。さらに患者さんの高齢化や全身疾患などを合併している割
合も年々増加しているため、より高度な集学的治療が必要とされています。こ
のような状況下、歯科インプラントセンターでは治療に関わる複数の部局の
連携による安全で高度なチーム医療を提供しています。また、相談からメイン
テナンスまでを含む包括的かつ先進の歯科インプラント治療に取り組み、３
次元デジタル技術を導入し、画像診断からガイデッドサージェリー、印象採
得さらにインプラント上部構造作製等に応用しています。腫瘍切除等による
大きな顎欠損や、顎口蓋裂など先天性疾患に対する「広範囲顎骨支持型装
置及び広範囲顎骨支持型補綴」が保険導入されました。このような難症例に
対して、病院機能を活用した全身管理下のもと、医療安全に重点を置いた安
全かつ高度で先進的な診療を実施しています。一連のインプラント治療が終
了した後も、インプラントの予後を良好に保つために、定期的に来院していた
だく専門的インプラントメインテナンスコースを用意しています。

院内共同利用施設

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

小山 重人 センター長 小山 重人 副センター長

服部 佳功 センター長

う蝕、歯周病、外傷、歯根破折等による歯の欠損
インプラント周囲歯肉炎・インプラント周囲炎
［保険適用インプラントの対象］
・腫瘍、顎骨骨髄炎、外傷等により、広範囲な顎骨欠
損又は歯槽骨欠損症例（歯周疾患及び加齢による
歯槽骨吸収は除く）またはこれらが骨移植等で再建
された症例で、連続した4歯相当以上の顎骨欠損
・医科医療機関の主治医の診断に基づく唇顎口蓋
裂、もしくは外胚葉異形成症候群等の先天性疾患
で連続した1／3顎程度以上の多数歯欠損
・6歯以上の先天性部分無歯症または３歯以上の
前歯永久歯萌出不全であり、連続した1／3顎程
度以上の多数歯欠損

歯科インプラントセンター

周術期口腔健康管理部

外来担当医表

　口腔内科・リエゾンセンターは、2021年4月に開設された、歯科部門の新
たな専門外来です。歯科疾患といえば齲蝕や歯周病、それらに起因する歯の
欠損が代表的ですが、それ以外にも顎関節症や口腔乾燥症、白板症や口腔
扁平苔癬などの粘膜疾患、唾液分泌低下やそれ以外の原因で口渇感を生じ
る口腔乾燥症、味覚障害、金属アレルギーなど、じつに多くの疾患が存在しま
す。それらは口腔固有の疾患や病変ばかりでなく、口腔以外の疾患や免疫応
答などに伴って生じる口腔病変であったり、口腔領域に徴候を表す症候群の
部分症状であったり、しばしば集学的な対応が必要です。歯科部門の多くの
専門診療科に籍を置く歯科医師が集う本センターでは、これら疾患に対して
非外科的な方法による管理を提供します。

院内共同利用施設

口腔内科・リエゾンセンター
TEL 022-717-8708（外来）

当科は日本口腔内科学会、日本口腔顔面痛学
会および日本顎関節学会の専門医研修施設で
す。口腔粘膜疾患（白板症、口腔扁平苔癬、口
腔カンジダ症、天疱瘡、類天疱瘡、単純ヘルペ
ス、帯状疱疹など）、唾液腺疾患（口腔乾燥症、
シェーグレン症候群、唾液腺炎など）、口腔心身
症（舌痛症、咬合異常感症など）、顎関節疾患
（顎関節症など）、味覚障害などが代表的な対
象疾患です。

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　医科診療部門には、「東北大学病院嚥下治療センター」が設置されており、
耳鼻咽喉科・頭頸部外科、リハビリテーション科、歯科、看護部、リハビリテー
ション部門、管理栄養室、歯科衛生室などの多職種のメンバーが参画し、検
査、カンファレンス、治療を実施しています。歯科診療部門においても、主に医
科への患者紹介に対して少しハードルを感じている歯科医師の皆さまへの窓
口とするため、「嚥下治療センター・歯科」としての運用がなされています。当
センターの特長である医科歯科連携を活かした体制から、より多くの食べる
ことに困っている患者さんを診察することができるように努めています。
　対象は、嚥下障害が疑われる地域医療施設からの紹介患者さん、当院歯
科外来に通院する嚥下障害患者さん、歯科治療後も口腔機能低下症に該当
する患者さん等になります。必要に応じ、上記カンファレンスを通じて医科と
密な連携を行います。地域医療を担う歯科関連の皆さまと病診連携を充実
させ，摂食嚥下リハビリテーションが行える診療体制を確立すること、さらに
は、教育研修制度の開発・提供・実施を企画し、地域医療に貢献することを目
指します。

院内共同利用施設

嚥下治療センター・歯科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

嚥下障害により口から食べることが難しい症
例、誤嚥による肺炎を繰り返す症例、およびその
危険性のある症例／口腔領域の腫瘍手術、化
学・放射線療法後の顎欠損・舌欠損等による摂
食嚥下障害（安全に飲み込む力の低下）および
口腔機能低下症（食べる力の低下）のある症例
／舌接触補助床（PAP）、軟口蓋挙上装置
（PLP）を用いた摂食嚥下治療が必要な症例／
口腔ケア・管理による誤嚥性肺炎の予防、摂食
嚥下訓練が必要な症例

TEL 022-717-8581（外来） 完全予約制
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